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	応用
	抗原情報
	背景
	ウィルムス腫瘍抑制遺伝子WT1は、特定の細胞遺伝子の転写および転写後制御の両方に関与していると考えられています。この遺伝子は、普遍的に発現する核タンパク質であるWT1関連タンパク質をコードしています。WT1タンパク質と同様に、このタンパク質は核質全体およびスペックルに局在し、部分的にスプライシング因子と共局在します。この遺伝子の選択的スプライシングにより、3つの異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。[RefSeq提供、2012年7月],機能：CCNA2の3' UTRに結合してその安定性を高めることで、G2/M細胞周期移行を制御します。WT1のDNA結合能を阻害し、WT1標的遺伝子の発現を阻害します。 mRNAスプライシングの調節に関与している可能性がある。,誘導:平滑筋細胞において、血清除去後、細胞が成熟し非増殖性になると上方制御される。,PTM:DNA損傷時にリン酸化される（おそらくATMまたはATRによる）。,類似性:fl(2)dファミリーに属する。,サブユニット:WT1と相互作用する。,組織特異性:普遍的に発現する。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	WTAP抗体を用いたHUVEC細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	WTAPポリクローナル抗体（1：500希釈）を用いた各種細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1：20000に希釈した。

